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広報部便り

お知らせ

　特集「日本の心、日本の言葉」はいかが
でしたか。阿刀田さんとアーサーさんの対
談では、紙面に紹介しきれないほど、たく
さんの面白いお話をお聞きしました。
　何より印象的だったのが、お二人が、と
ても楽しそうに古典を語っていらっしゃっ
たこと。「まず大人が古典に親しむ」という
お話もありましたが、こんなにも楽しく古
典を語る大人が近くにいたら、子どもは自
然と古典が大好きになるだろうな…と感じ
ました。
　23年度版教科書では、数多くの「伝統的
な言語文化」に関する教材を１年から６年
まで系統的に配し、折にふれて古典に親し
めるようにしています。子どもたちも先生

方も古典に楽しんでいただけるよう、さま
ざまな工夫しておりますので、ぜひご覧い
ただければと思います。
　次号でも引き続き、23年度版教科書を特
集いたします。「国語力を伸ばす」というテー
マで、今求められる国語力とは何か、その
力をつけるために教科書にどのような工夫
がされているのか、具体的にご紹介する予
定です。
　また、青山由紀先生（筑波大学附属小学校）
の古典授業をリポートする新連載がスター
トします。子どもたちが古典と出会ったと
きの面白いエピソードや、古典を教えるこ
との楽しさをお伝えしたいと考えておりま
す。どうぞご期待ください。

移行期関連資料について
弊社ホームページに、「移行期関連資料」が掲載されていますので、ぜひご活用ください。
http://www.mitsumura-tosho.co.jp/Data/ikou/

■国語

■書写

移行期の年間計画
（１〜６年）

現行教科書の単元・教材について、時数や扱い方が変わるとこ
ろをわかりやすく示した年間計画です。

移行措置資料付「学習材例」
（１〜６年）

現行教科書の単元・教材の扱いに、新しい学習活動・指導内容
を組み込んで、指導の展開例などを示しました。

移行期の指導に向けて（学年共通） 新学習指導要領の特徴や、移行措置の要点をまとめた資料です。

学習指導要領新旧対照表
（低・中・高学年）

新旧の学習指導要領を並べて表示し、変更された部分や、新規
で加わった点をわかりやすく示しました。

移行期の指導のために
（学年共通）

「古典を楽しむ」「知って安心『PISA型読解力』」…など、新学
習指導要領の特徴的な部分をピックアップし、解説しました。

移行措置のポイント（学年共通） 学習指導要領の＜新・旧＞対照表や、低・中・高学年それぞれ
の移行措置のポイントを示しました。

移行措置資料（１〜６年） 移行措置に関連する指導要領の新規事項をわかりやすく示した
年間指導計画です。

このコーナーでは、全国の国語教育に関する取り組みをご紹介します。
今回は群馬県です。

全国 国語教育活動リポート  >>
Gunma

「本との出会い　ぐんまの子どもにすすめたい本
２００選（平成 21 年度改訂版）」は、群馬県教育
委員会のホームページよりダウンロードできる。

（現在、印刷物での配布は行っていない。）
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